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修
繕
６
社
連
合
、
尾
道
で
技
術
交
流
会
を
開
催

　

向
島
ド
ッ
ク
が
ホ
ス
ト
役
、
若
手
21
名
が
集
結

　

ト
ッ
プ
交
流
会
も
同
時
開
催
、
取
組
を
加
速
へ

関
東
、
尾
道
、
東
北
の
船
舶
修
繕
会
社
六

社
で
構
成
す
る
「
修
繕
六
社
連
合
」
は
十
月

二
日
、
広
島
県
尾
道
市
の
向
島
ド
ッ
ク
で
第

４
回
設
計
技
術
交
流
会
を
開
催
し
た
。
若
手

実
務
者
が
各
社
の
技
術
・
業
務
課
題
を
議
論
・

検
討
し
た
ほ
か
、
向
島
ド
ッ
ク
が
導
入
し
て

い
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
修
繕
計
画
な
ど
先
進

的
な
取
り
組
み
を
共
有
し
た
。
同
時
に
、
各

社
ト
ッ
プ
に
よ
る
交
流
会
も
開
催
し
、
修
繕

六
社
連
合
の
今
後
の
連
携
強
化
や
新
展
開
な

ど
に
つ
い
て
方
向
性
を
確
認
し
た
。

修
繕
六
社
連
合
を
構
成
す
る
の
は
、
住
友
重
機
械
マ
リ

ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
横
浜
ド
ッ
ク
（
十
月
一
日
付
で

横
浜
工
作
所
か
ら
社
名
変
更
）、
向
島
ド
ッ
ク
、
京
浜
ド
ッ

ク
、
東
亜
鉄
工
、
東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
（
東
北
重
機
工
事
を

含
む
）
の
六
社
。
関
東
、
尾
道
、
東
北
の
修
繕
事
業
者
が

地
域
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
・
連
携
し
、
将
来
を
見
据
え

た
修
繕
業
の
効
率
化
経
営
や
国
内
海
上
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
、
経
済
安
全
保
障
の
強
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

独
自
に
進
め
て
い
る
。

設
計
技
術
交
流
会
は
、
六
社
の
若
手
実
務
者
が
自
主
的
に
活
動
す
る
技
術
交
流
の
場

で
、
親
睦
を
含
め
て
各
社
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る
。
第
４
回
と
な
る
今
回
は
向

島
ド
ッ
ク
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
住
重
Ｍ
Ｅ
三
名
、
横
浜
ド
ッ
ク
三
名
、
京
浜
ド
ッ
ク

四
名
、
東
亜
鉄
工
二
名
、
東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
二
名
・
東
北
重
機
工
事
一
名
、
向
島
ド
ッ

ク
六
名
の
計
二
十
一
名
が
参
加
し
た
。

当
日
の
交
流
会
で
は
、
向
島
ド
ッ
ク
が
実
際
の
修
繕
現
場
で
活
用
し
、
工
程
短
縮
な

向島ドック
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ど
に
つ
な
げ
て
い
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
修
繕
計
画
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。
修
繕
工
事
の
計

画
・
管
理
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
効
率
化
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
参
加
者
が

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
。
ま
た
、
技
術
部
門
か
ら
現
場
部
門
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
、
現
場
作
業
員
が
工
具
を
発
注
す
る
際
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
「
イ
エ
ロ
ー

ブ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
も
紹
介
。
各
社
が
抱
え
る
業
務
上
の
課
題
や
改
善
事
例
を
共
有
し

な
が
ら
、
熟
練
者
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
依
存
す
る
「
属
人
化
」
か
ら
、
デ
ー
タ
や
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
「
自
動
化
・
標
準
化
」
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
確
認

し
た
。

同
日
に
は
各
社
ト
ッ
プ
に
よ
る
交
流
会
も
開
催
さ
れ
た
。
住
重
Ｍ
Ｅ
の
林
茂
修
理
本

部
長
は
訪
米
中
の
た
め
欠
席
し
た
が
、
各
社
ト
ッ
プ
が
一
堂
に
会
し
、
向
島
ド
ッ
ク
の

工
場
を
見
学
。
年
間
約
三
〇
〇
隻
の
修
繕
を
手
掛
け
な
が
ら
、
驚
異
的
な
工
期
短
縮
を

実
現
し
て
い
る
同
社
の
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
認
し
た
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
最
新
の

修
繕
計
画
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
た
。

ま
た
、
修
繕
六
社
連
合
の
今
後
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
も
協

議
。
労
基
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
ほ
か
、
今
後
は
舶
用
メ
ー

カ
ー
な
ど
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て
迎
え
入
れ
、
六
社
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
技
術
や
知
見
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
新
た
な
体
制
を
構
築
す
る
方
針
を
確
認
し
た
。

船
舶
修
繕
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
政
府
の
「
骨
太
の

方
針
」
で
は
、
二
〇
三
五
年
度
ま
で
に
船
舶

修
繕
分
野
に
一
，
〇
〇
〇
億
円
か
ら
最
大

一
，
二
〇
〇
億
円
規
模
の
官
民
投
資
を
行
う

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
修
繕
体
制
の
強

靱
化
に
加
え
、
人
材
の
確
保
・
育
成
や
教
育

体
制
の
整
備
な
ど
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
国
際
情
勢
の
変
化
を
背
景
に
、

米
国
や
同
盟
国
の
艦
船
・
艦
艇
を
含
め
た
修

繕
拠
点
の
確
保
な
ど
、
新
た
な
役
割
も
国
内

の
修
繕
業
界
に
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う

修繕６社連合の設計技術交流会の様子。
熱心な議論が行われた。
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し
た
中
、
従
来
型
の
「
各
社
単
独
」
の
事
業
運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
や
企
業
規
模

の
垣
根
を
超
え
て
技
術
、
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
通
し
合
う
仕
組
み
づ
く
り
は
、
国
内

修
繕
基
盤
を
維
持
・
強
化
す
る
う
え
で
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

修
繕
六
社
連
合
の
取
り
組
み
は
、
単
な
る
同
業
者
間
の
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
競
争
し
な
が
ら
協
調
す
る
」
新
し
い
修
繕
業
の
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
動
き
と
い
え
る
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
工
程
管
理
な
ど
個
社
の
先
進
事
例
を
連
合
全
体
で
共
有
し
、
さ
ら
に
舶
用

メ
ー
カ
ー
な
ど
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
国
内
修
繕
業

の
生
産
性
向
上
と
人
材
不
足
へ
の
対
応
、
ひ
い
て
は
海
上
輸
送
イ
ン
フ
ラ
と
経
済
安
全

保
障
の
強
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
六
社
連
合
が
ど
こ
ま
で
連
携
の
領

域
を
広
げ
、
修
繕
業
界
に
新
た
な
潮
流
を
生
み
出
し
て
い
く
か
が
注
目
さ
れ
る
。
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本
号
ト
ッ
プ
記
事
で
紹
介
し

た
「
修
繕
六
社
連
合
」
の
若
手
実

務
者
に
よ
る
設
計
技
術
交
流
会

と
各
社
ト
ッ
プ
交
流
会
が
、
向
島

ド
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
住
友
重

機
械
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
横
浜
ド
ッ
ク
、
向
島
ド
ッ

ク
、
京
浜
ド
ッ
ク
、
東
亜
鉄
工
、

東
北
ド
ッ
ク
鉄
工
（
東
北
重
機
工

事
を
含
む
）
の
六
社
が
、
技
術
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
。
ト
ッ
プ
交
流

会
で
は
、
久
野
智
寛
社
長
ら
が
構
内
を
案
内
し
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
修
繕
計
画
シ
ス
テ
ム
を
披
露
し
た
。
取
り
ま
と
め
を

担
う
生
産
管
理
・
事
業
企
画
本
部
の
蘭
（
あ
ら
ら
ぎ
）
裕
一

本
部
長
は
「
最
終
判
断
は
必
ず
人
の
手
で
行
う
が
、
現
在
で

も
九
五
点
を
与
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
」

と
語
る
。
Ａ
Ｉ
活
用
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
革
新
的
な
取
り

組
み
の
核
心
に
迫
る
。

修
繕
業
で
先
を
行
く
向
島
ド
ッ
ク
の
強
さ
と
は

　

現
場
力
で
定
検
工
期
が
他
社
の
半
分
に
短
縮
に

　

Ｄ
Ｘ
の
強
さ
だ
け
で
は
な
い
工
期
短
縮
の
秘
訣

企
業
特
集

船
舶
修
繕
業
界
が
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
人
手

不
足
や
船
舶
の
大
型
化
な
ど
の
課
題
が
山
積
す
る
一
方
、
国
も

修
繕
分
野
へ
の
大
規
模
な
投
資
に
動
き
始
め
た
。
そ
う
し
た

中
、
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
修
繕
計
画
と
、
徹
底
し
た
現
場

力
に
よ
っ
て
工
期
を
大
幅
に
短
縮
し
、
年
間
三
〇
〇
隻
規
模
の

修
繕
を
手
掛
け
る
の
が
尾
道
市
の
向
島
ド
ッ
ク
だ
。（

つ
づ
く
）

向島ドックの乾ドック内
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■
平
均
年
齢
34
歳
、
年
間
300
隻
を
修
理
す
る
修
繕
業
界
の
雄

ま
ず
は
、
向
島
ド
ッ
ク
の
現
況
か
ら
紹
介
し
た
い
。
一
九
二
九
年
創
業
の
同
社
は
、

ま
も
な
く
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
。
拠
点
を
置
く
広
島
県
尾
道
市
は
、
全
就
業
人
口
に

占
め
る
海
事
産
業
従
事
者
の
割
合
が
全
国
一
と
さ
れ
る
「
海
事
都
市
・
尾
道
」
と
し
て
、

改
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

同
社
の
社
員
数
は
現
在
二
三
〇
人
（
技
術
・
管
理
系
七
五
人
、
技
能
職
一
四
〇
人
、

そ
の
他
は
海
上
職
の
船
員
な
ど
）。
こ
の
う
ち
外
国
人
材
は
三
〇
人
で
、
さ
ら
に
約
二

〇
〇
人
の
協
力
工
が
現
場
を
支
え
る
。
設
備
面
で
は
、
乾
ド
ッ
ク
三
本
、
浮
き
ド
ッ
ク

二
本
の
計
五
本
の
ド
ッ
ク
に
加
え
、
四
つ
の
係
船
バ
ー
ス
を
擁
し
、
年
間
を
通
じ
て
修

繕
船
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
年
間
の
修
繕
入
渠
隻
数
は
こ
れ
ま
で
三
〇

〇
〜
四
〇
〇
隻
で
推
移
し
て
き
た
が
、
近
年
は
船
舶
の
大
型
化
や
大
型
船
へ
の
改
造
案

件
の
増
加
に
伴
い
、
１
隻
当
た
り
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
増
え
、
年
間
三
〇
〇
隻
を
や
や

下
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
年
間
三
〇
〇
隻
規
模
を
手
掛
け
る
国
内
有

数
の
修
繕
拠
点
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

同
社
の
強
み
は
、
こ
う
し
た
修
繕
能
力
だ
け
で
は
な
い
。
燃
料
シ
フ
ト
の
進
展
で
需

要
が
高
ま
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
バ
ン
カ
リ
ン
グ
船
の
修
理
に
も
実
績
を
持
ち
、
内
航
Ｌ
Ｎ
Ｇ

船
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
国
内
五
隻
す
べ
て
を
同
社
が
手
掛
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
修

繕
業
を
核
に
船
主
業
や
マ
リ
ー
ナ
業
も
展

開
。
二
〇
一
〇
年
に
始
め
た
船
主
業
で
は
、

現
在
四
隻
の
四
九
九
総
㌧
型
内
航
船
を
運
航

し
て
い
る
。「
修
繕
す
る
側
」
と
「
船
を
運

航
す
る
側
」の
両
方
の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、

現
場
の
課
題
や
事
業
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
捉

え
、
新
た
な
発
想
に
つ
な
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
社
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
の
が
「
若
さ
」
だ
。
一
〇
〜
二
〇
代
が
三

九
％
、
三
〇
代
が
二
三
％
を
占
め
、
六
割
以

上
が
三
〇
代
以
下
。
平
均
年
齢
は
三
四
・
五

歳
と
、
修
繕
業
界
で
は
異
例
と
も
い
え
る
若

向島ドックの頭脳集団。まさに指令室だ。
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い
組
織
を
形
成
し
て
い
る
。
外
国
人
材
は
三
〇
人
全
員
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
、
構
内
の

寮
で
生
活
す
る
。
受
け
入
れ
制
度
は
五
期
目
を
迎
え
、
特
定
技
能
一
号
を
取
得
す
る
人

材
も
増
え
て
い
る
。
優
秀
な
人
材
は
日
本
人
社
員
と
同
じ
五
階
建
て
の
独
身
寮
で
生
活

し
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
し
て
育
成
す
る
。

久
野
社
長
は
「
現
地
で
彼
ら
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
き
た
の
か
、
私
自
身
の
海
外
生

活
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
、
時
に
は
厳
し
く
、
家
族
同
然
に
接
し
て
い
る
。
私
が
直
接

選
ん
だ
子
た
ち
も
お
り
、
本
当
の
親
の
よ
う
な
気
持
ち
で
見
て
い
る
」
と
話
す
。
外
国

人
材
も
会
社
の
財
産
と
し
て
分
け
隔
て
な
く
育
て
、
将
来
の
戦
力
へ
と
磨
き
上
げ
る
―

―
。
そ
こ
に
も
、
向
島
ド
ッ
ク
の
「
人
を
育
て
る
」
経
営
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

■
「
９
つ
の
ピ
ッ
ト
」
で
工
期
を
半
減
、
Ｆ
Ｉ
ピ
ッ
ト
作
業
に
学
ぶ
修
繕
力

多
く
の
読
者
が
気
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
同
社
が
競
合
他
社
を
大
き
く
上
回
る
工
期
短

縮
を
実
現
で
き
る
の
か
、
と
い
う
点
だ
ろ
う
。

久
野
社
長
は
、
五
本
の
ド
ッ
ク
と
四
つ
の
係
船
バ
ー
ス
、
計
九
つ
の
修
繕
能
力
を

「
九
つ
の
ピ
ッ
ト
」
と
表
現
す
る
。
工
期
短
縮
の
手
法
を
、
秒
単
位
の
作
業
が
求
め
ら

れ
る
Ｆ
Ｉ
の
ピ
ッ
ト
作
業
に
な
ぞ
ら
え
、「
短
時
間
で
連
携
し
、
同
時
進
行
で
一
気
に

作
業
を
終
え
る
修
繕
工
程
計
画
を
実
践

し
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
こ
れ
が
、

定
期
検
査
時
の
工
期
を
他
社
と
比
べ
て

大
幅
に
短
縮
し
、
半
分
程
度
ま
で
圧
縮

す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
核
を
担
う
の
が
、
冒
頭
で
紹

介
し
た
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
高
度
な
修
繕

計
画
シ
ス
テ
ム
だ
。
記
者
は
最
新
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
含
め
、
そ
の
全
容
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
が
、
オ
フ
レ
コ
部
分
も
多

く
、
詳
細
を
紙
面
で
紹
介
で
き
な
い
の

が
残
念
だ
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と

広大な立体自動倉庫。ピットには船名毎に必要になる
治具や部品等が収められ、即座に入出庫が可能。
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で
、
見
積
書
の
作
成
か
ら
工
程
づ
く
り
ま
で
を
数
十
秒
単
位
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
終
判
断
は
人
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
す
も
の
の
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
Ｄ
Ｘ
だ
け
で
は
工
期
半
減
は
実
現
で
き
な
い
。
久
野
社
長
が
挙
げ
る
も
う

一
つ
の
カ
ギ
が
、
徹
底
し
た
工
程
管
理
と
「
現
場
力
」
の
存
在
だ
。
久
野
社
長
は
「
ま

ず
は
一
隻
ず
つ
の
個
別
線
表
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
事
。
ど
こ
が
ネ
ッ
ク
に

な
る
の
か
、
設
備
な
の
か
、
ど
の
職
種
の
職
人
な
の
か
を
見
極
め
、
年
間
の
受
注
計
画

を
立
て
る
。
お
客
様
の
船
の
カ
ル
テ
を
作
り
、
年
間
の
仕
事
量
を
或
る
程
度
平
準
化
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
さ
ら
に
大
き
い
の
が
『
現
場
力
』。
技
術
が
な
け
れ
ば
、

い
く
ら
工
程
を
計
画
し
て
も
機
能
し
な
い
。
計
画
通
り
に
実
行
し
て
い
く
現
場
の
強
さ

と
Ｄ
Ｘ
、
こ
の
二
つ
が
か
み
合
っ
て
い
る
こ
と
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
」
と
語

る
。蘭

本
部
長
も
、
同
社
独
自
の
仕
組
み
を
こ
う
補
足
す
る
。「
多
く
の
修
繕
ヤ
ー
ド
で

は
、
主
機
開
放
な
ど
の
作
業
で
、
現
場
の
班
が
船
に
出
向
き
、
主
機
カ
バ
ー
や
ピ
ス
ト

ン
な
ど
を
分
解
し
て
運
搬
し
、
陸
揚
げ
し
た
も
の
を
別
の
班
が
整
備
す
る
形
式
だ
と
思

い
ま
す
。
当
社
で
は
五
本
の
ド
ッ
ク
が
あ
る
た
め
、
こ
の
や
り
方
で
は
ホ
イ
ス
ト
や
洗

浄
装
置
な
ど
が
取
り
合
い
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
専
門
職
と
し
て
工
場
の
整
備
班
を
設

け
、
船
台
に
空
白
時
間
が
生
じ
な
い
よ
う
仕
事
を
配
分
し
て
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
最
短

に
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

Ａ
Ｉ
が
描
く
工
程
を
、
現
場
が
寸
分
違
わ
ず
動
か
す
。
向
島
ド
ッ
ク
の
工
期
短
縮
は
、

ま
さ
に
Ｄ
Ｘ
と
現
場
力
の
両
輪
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

■
工
期
短
縮
は
「
整
理
整
頓
」
か
ら
―
現
場
発
の
改
善
が
強
さ
を
生
む

構
内
を
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、
も
う
一
つ
の
強
さ
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
が
「
整

理
整
頓
」
と
「
規
律
」
だ
。

構
内
を
、
隊
列
を
組
ん
で
整
然
と
移
動
す
る
作
業
員
、
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
た
自
転

車
。
足
元
か
ら
構
内
の
隅
々
ま
で
ゴ
ミ
一
つ
な
く
、
器
材
や
資
材
も
所
定
の
場
所
に
整

然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）
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足
場
も
種
類
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
、「
赤

を
何
本
、
青
を
何
本
、
黄
色
を
何
本
」
と
指

示
す
れ
ば
、
必
要
な
も
の
を
す
ぐ
に
取
り
出

せ
る
。
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、

作
業
の
迷
い
や
待
ち
時
間
を
な
く
し
、
積
み

重
な
れ
ば
大
き
な
工
期
短
縮
に
つ
な
が
る
。

そ
し
て
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
改

善
の
多
く
が
現
場
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
社
員
一
人
ひ
と
り
か
ら

「
会
社
を
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
Ａ
Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
と

い
う
最
先
端
の
取
り
組
み
の
裏
側
に
あ
る
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
人
」
と
「
現
場
」

な
の
だ
。
全
社
一
丸
と
な
っ
て
改
善
を
積
み
重
ね
る
力
こ
そ
が
、
向
島
ド
ッ
ク
の
強
さ

を
支
え
て
い
る
。

■
「
自
社
だ
け
が
強
く
な
る
の
で
は
な
い
」
修
繕
業
界
全
体
の
底
上
げ
へ

足
元
で
は
、
政
府
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
修
繕
分
野
へ
の
官
民
投
資
と
し
て
一
，
〇

きちんと整理された構内の自転車置き場

足場も種類毎に色分けされ直ぐに組める準備が整う チームで整列して構内を移動する現場作業員
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〇
〇
億
〜
最
大
一
，
二
〇
〇
億
円
規
模
が
盛
り
込
ま
れ
、
来
年
度
の
予
算
化
が
待
た
れ

る
状
況
に
あ
る
。
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
の
副
会
長
で
、
修
繕
委
員
会
の
委
員
長
も

務
め
る
久
野
社
長
に
、
本
紙
は
政
府
に
よ
る
修
繕
業
へ
の
支
援
に
対
す
る
期
待
を
聞
い

た
。久

野
社
長
「
決
し
て
天
狗
に
な
っ
て
い
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
年
後
、
十
年

後
に
は
、
当
社
の
よ
う
な
姿
に
他
の
中
小
修
繕
ヤ
ー
ド
さ
ん
に
も
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
あ
く
ま
で
二
次
的
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
我
々
は

少
し
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、
当
社
で
或
る
程
度
完
成
さ
せ
た
も
の
を
皆
さ

ん
と
共
有
し
、
世
に
放
し
た
い
」
と
語
る
。

向
島
ド
ッ
ク
は
、
先
人
た
ち
の
努
力
も
あ
り
、
設
備
投
資
を
或
る
程
度
終
え
て
い
る
。

一
方
で
、
多
く
の
中
小
・
零
細
修
繕
事
業
者
は
、
設
備
の
維
持
・
更
新
そ
の
も
の
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
久
野
社
長
は
「
修
繕
業
の
発
展
以
前
に
、
ま
ず
は
『
現
状

維
持
、
原
状
回
復
』
が
先
決
。
政
府
が
骨
太
の
方
針
に
掲
げ
た
一
，
〇
〇
〇
億
円
、
あ

る
い
は
一
，
二
〇
〇
億
円
の
資
金
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
血
税
を

使
っ
て
結
果
を
出
す
た
め
に
も
、
政
府
や
関
係
省
庁
に
は
中
小
修
繕
事
業
者
の
視
点
に

立
ち
、
使
い
や
す
い
制
度
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
国
交

省
や
関
係
省
庁
と
の
関
係
を
密
に
し
、
私
も
も
う
ひ
と
汗
か
い
て
業
界
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

自
社
へ
の
投
資
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
修
繕
業
界
全
体
の
基
盤
を
立
て
直
す

こ
と
こ
そ
が
、
今
回
の
官
民
投
資
の
意
義
だ
と
久
野
社
長
は
捉
え
て
い
る
。

■
「
ゼ
ロ
か
100
か
で
は
な
い
」
５
年
、
10
年
後
を
見
据
え
た
強
靭
化

久
野
社
長
は
「
当
社
は
業
界
内
で
も
稼
働
率
が
上
限
に
近
い
修
繕
ヤ
ー
ド
だ
と
自
負

し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
だ
け
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。

日
本
全
国
に
あ
る
中
小
修
繕
ヤ
ー
ド
が
、
内
航
船
や
漁
船
、
海
事
イ
ン
フ
ラ
を
下
支
え

し
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
に
、
し
っ
か
り
と
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
。

一
方
で
、
業
界
に
は
〝
そ
う
は
い
っ
て
も
人
手
が
な
い
〞
と
い
う
声
も
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
久
野
社
長
は
、「
そ
れ
を
言
葉
に
す
る
の
は
待
ち
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
で
は
ゼ
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ロ
・
ヒ
ャ
ク
理
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。
よ

う
や
く
国
が
、
船
舶
修
繕
を
技
術
者
か
ら

職
人
ま
で
含
め
て
、
わ
が
国
に
欠
か
せ
な

い
存
在
だ
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ

ほ
ど
歴
史
的
な
こ
と
は
な
い
。
も
っ
と
誇

り
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
お
互
い
に
寄
り
添

い
、
知
恵
を
出
し
合
え
ば
、
修
繕
業
界
は

必
ず
良
く
な
っ
て
い
く
」
と
語
る
。
そ
し

て
、
官
民
投
資
が
始
ま
り
、
五
年
、
十
年

と
時
間
が
経
過
し
、
業
界
全
体
が
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
だ
先
に
、
向
島
ド
ッ
ク
が

蓄
積
し
て
き
た
技
術
や
Ｄ
Ｘ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
く
共
有
し
た
い
と
い
う
。
久
野
社
長
は

「
そ
ろ
そ
ろ
皆
で
横
並
び
で
や
ろ
う
と
な
っ
た
時
に
、
我
々
が
実
施
し
て
い
る
最
先
端

の
取
り
組
み
や
Ｄ
Ｘ
技
術
を
広
く
共
有
し
た
い
。
そ
れ
が
当
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
あ
る
」

と
語
る
。

自
社
の
成
長
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
、
そ
し
て
業
界
全
体
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
と

も
に
強
く
な
る
。
こ
れ
が
向
島
ド
ッ
ク
が
描
く
修
繕
業
の
未
来
だ
。 
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
を

駆
使
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
の
一
方
で
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
人
」
と
「
現
場
」

の
力
。
そ
し
て
、
自
社
だ
け
で
な
く
業
界
全
体
を
強
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
経
営
姿
勢

で
あ
る
。
向
島
ド
ッ
ク
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
船
舶
修
繕
業
が
進
む
べ
き
一

つ
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
◇
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

久野社長と構内に設置されたコンビニ「ヤマザキ」
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巷　
（
ち
ま
た
す
ず
め
）　

雀　

三
年
後
に
創
業
一
〇
〇
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
向
島
ド
ッ
ク
。

同
社
の
久
野
智
寛
社
長
は
「
当
社
の
歴

史
を
振
り
返
る
と
、
一
九
二
九
年
の
創

業
時
は
船
の
修
理
の
ほ
か
、
焼
玉
エ
ン

ジ
ン
も
製
造
し
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

一
九
六
六
年
ま
で
は
造
船
も
手
掛
け
て

い
た
が
、
そ
れ
以
降
は
船
舶
修
繕
に
特

化
し
て
き
た
と
い
う
。
久
野
社
長
は

「
古
い
話
で
資
料
も
な
く
、
当
時
の
会

社
の
こ
と
が
全
く
分
か
ら
な
い
状
態

で
。
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

一
度
調
べ
た
い
の
で
す
が
」
と
笑
う
。

焼
玉
エ
ン
ジ
ン
と
聞
き
、
赤
阪
鐵
工

所
を
連
想
し
た
記
者
は
、
帰
社
後
に
調

べ
て
み
た
。
同
社
が
注
水
式
焼
玉
機
関

６
馬
力
を
設
計
・
製
作
し
た
の
は
一
九

一
五
年
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
好
景

気
に
沸
い
た
時
期
だ
。
向
島
の
地
域
性

を
踏
ま
え
る
と
、
創
業
当
時
は
漁
船
関

連
の
仕
事
を
一
手
に
手
掛
け
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

尾
道
に
あ
る
大
正
二
年
創
業
の
老

舗
、
桂
馬
蒲
鉾
商
店
を
訪
れ
た
際
、
女

将
さ
ん
か
ら
「
中
村
さ
ん
に
よ
ろ
し
く

お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
た
。
京
浜
ド
ッ
ク
の
中
村
利
社
長

の
こ
と
で
あ
る
。
滞
在
中
、
二
度
ほ
ど

お
店
に
お
邪
魔
し
て
い
た
た
め
、
こ
ち

ら
の
素
性
も
ご
存
じ
だ
っ
た
よ
う
だ
。

予
約
品
を
受
け
取
り
に
行
く
と
、
女
将

さ
ん
が
「
昨
日
、
中
村
さ
ん
が
お
い
で

に
な
っ
た
と
従
業
員
か
ら
聞
き
ま
し

て
。
ち
ょ
う
ど
当
店
の
社
長
も
私
も
不

在
で
、
大
変
な
失
礼
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
中
村
さ
ん
と
は
結
婚
式
で
お
会

い
し
た
ん
で
す
が
ね
。
偶
然
に
も
、
そ

ち
ら
様
が
昨
夜
、
中
村
さ
ん
と
ご
一
緒

だ
っ
た
と
は
」
と
話
す
。
ど
う
や
ら
最

近
、
中
村
社
長
と
ご
親
戚
に
な
ら
れ
た

よ
う
だ
。
後
日
、
中
村
社
長
に
尋
ね
る

と
「
そ
の
通
り
で
す
」
と
の
こ
と
。
ご

子
息
の
お
嫁
さ
ん
側
の
ご
親
戚
に
当
た

る
と
い
う
。
世
間
は
狭
い
…
。

向
島
ド
ッ
ク
の
「
Ａ
Ｉ
活
用
・
修
繕

工
程
計
画
シ
ス
テ
ム
」。
そ
の
開
発
現
場

を
「
修
繕
六
社
連
合
」
の
取
材
中
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
Ａ

Ｉ
の
導
入
と
積
層
学
習
に
よ
っ
て
、
ま

さ
に
日
進
月
歩
の
勢
い
で
進
化
を
続
け

て
い
る
。
記
者
の
隣
に
い
た
横
浜
ド
ッ

ク
の
二
宮
一
也
社
長
も
、
未
来
の
船
舶

修
繕
業
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
脱

帽
。「
こ
れ
は
も
う
会
計
ソ
フ
ト
の
『
勘

定
奉
行
』
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
既
に
完

成
し
て
い
ま
す
よ
。
販
売
し
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
は
？
」
と
耳
打
ち
す
る
。
そ

の
後
の
反
省
会
で
も
「
東
京
で
は
な
く
、

ま
さ
か
尾
道
が
Ａ
Ｉ
や
シ
ス
テ
ム
開
発

で
国
内
を
リ
ー
ド
す
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
全
国
の
船
舶

修
繕
実
績
約
三
，
三
〇
〇
隻
の
う
ち
、

尾
道
市
が
担
う
の
は
二
二
％
に
当
た
る

約
七
三
〇
隻
。
こ
の
実
績
の
積
み
重
ね

も
、
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
背
景
に

あ
り
そ
う
だ
。

事
業
基
盤
強
化
計
画
で
新
た
に
三
件

が
認
定
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
社
、

大
洋
電
機
は
二
〇
三
〇
年
十
月
に
向
け

て
、
環
境
船
向
け
永
久
磁
石
式
軸
発
電

機
・
モ
ー
タ
の
一
貫
生
産
体
制
を
構
築

し
、
生
産
性
の
向
上
と
国
内
で
の
安
定

供
給
を
目
指
す
。
国
内
四
カ
所
の
製
造

拠
点
に
設
備
投
資
を
行
う
計
画
だ
。

同
社
の
山
田
沢
生
社
長
は
「
こ
れ
以

外
に
も
設
備
更
新
な
ど
を
含
め
て
投
資

を
検
討
し
て
お
り
、
バ
タ
バ
タ
し
て
お

り
ま
す
」
と
話
す
。
も
と
も
と
現
場
の

確
認
や
管
理
を
怠
ら
な
い
山
田
社
長
だ

が
、
輪
を
か
け
て
忙
し
そ
う
だ
。
そ
の

せ
い
か
、
身
体
つ
き
も
か
な
り
ス
リ
ム

に
。
尋
ね
る
と
「
こ
れ
は
思
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
ん
で
す

よ
」
と
明
か
す
。
山
田
社
長
が
三
〇
代

の
若
い
時
か
ら
存
じ
上
げ
て
い
る
が
、

そ
の
当
時
の
よ
う
に
若
々
し
い
姿
に
戻

ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
成
果
も
抜
群

の
よ
う
だ
。
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